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⽇本建設業連合会
建築⽣産委員会 BIM部会⻑

曽根 巨充
（前⽥建設⼯業株式会社）

施⼯BIMの現状2021
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施⼯BIMのインパクト｜今年で7年⽬です

施⼯BIMのインパクト2016
⽣産性向上への挑戦

施⼯BIMのインパクト2015

施⼯BIMのインパクト2017
⽣産性向上の未来を拓く

2017.08.02 ＠東京

2017.08.04 ＠⼤阪

主催︓⽇刊建設通信新聞社

参加者︓538名＠東京
180名＠⼤阪

参加者︓453名＠東京
203名＠⼤阪

施⼯BIMのインパクト2018
⽣産性向上の未来を拓く

2018.11.28 ＠東京

2018.11.30 ＠⼤阪

主催︓⽇刊建設通信新聞社

参加者︓650名＠東京
250名＠⼤阪

施⼯BIMのインパクト2019
⽣産性向上の未来を拓く

2019.11.20 ＠東京

2019.11.22 ＠⼤阪

主催︓⽇刊建設通信新聞社

◎ 今年もWEBセミナーです

視聴者︓2,189名
※オンデマンド期間含む

施⼯BIMのインパクト2020

2020.12.04 ＠WEB

主催︓⽇刊建設通信新聞社
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⽬次

はじめに1
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３

施⼯BIMの現状（⽇建連BIMセミナー参加者の傾向）

BIMロードマップ（策定中）

4 おわりに
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はじめに

BIMの動向と講演内容との関連性を
⽰します。

1

凡例︓ 今回のセミナー
における話題提供

《インパクト2021》
発表者｜講演タイトル
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施⼯BIMの教科書ができました｜2021年3⽉

◎施⼯BIMのスタイル
施⼯段階におけるBIMのワークフローに関する⼿引き2020
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BIMに関する動向と講演内容の位置づけ
◎⽇建連｜BIM部会ロードマップ◎ 政府のBIM推進に係わる⽅針

《インパクト2021》
国⼟交通省｜建築BIM推進会議の検
討内容と今後について

《インパクト2021》
⼤成建設｜パートナー事業者型｜
ファサード総合モデルとCLT連携の
実践

《インパクト2021》
美保テクノス｜中⼩事業者BIM試⾏
型｜地⽅ゼネコン型FULL-BIMプ
ラットフォーム構築への挑戦

《インパクト2021》
東急建設｜教育・社内展
開｜2021ファーストモ
デルの展開

《インパクト2021》
⽵中⼯務店｜設計施⼯⼀貫｜複雑形
状の建物における構造・外装の品質
確保と⽣産性向上

《インパクト2021》
仲本⼯業｜BIMを活⽤し
た施⼯⽅法

《インパクト2021》
松井建設｜気づく為の
BIM、防ぐ為のBIM

BIM
モデル
合意

啓蒙
活動

※⽇建連会員以外
も対象

図版出典︓第９回建築BIM環境整備部会配布資料、2021年8⽉ 図版出典︓施⼯BIMのスタイル2020、2021年3⽉
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施⼯BIMの現状

施⼯BIMの現状を共有します。
※2021年6⽉30⽇に開催した⽇建連BIMセミナー参加者の傾向

2
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⽇建連BIMセミナーの概要

・主題
『施⼯BIMのスタイル2020』解説

・視聴者
493名（当⽇配信のみ）
※GC（会員・会員以外）｜SC｜メーカーを含む

・評価（参加者）
約9割が参考になった、と回答

・施⼯BIMの取り組み状況（参加者）
約７割が取り組み中と回答

◎ WEBセミナー｜2021年6⽉30⽇開催

図版出典︓⽇建連BIMセミナー開催報告書、2021年8⽉
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施⼯BIMの⽬的
◎ 2018年調査と傾向に⼤きな変化はない｜⼲渉・納まり

1位︓⼲渉チェック・納まり確認
2位︓施⼯性検討・シミュレーション
▷ 可視化を中⼼とした適⽤が定着
▷ 可視化の次で、図⾯作成やワークフローの
確⽴などの取組みに移⾏する時期ではないか

◇数量把握
→概算レベルから始めることが望まれる……。

◇BIM時代の図⾯表現・承認
→設計変更への追従（設計者と検討）
→BIMモデル合意からBIMモデル承認へ

図版出典︓⽇建連BIMセミナーアンケート結果、2021年8⽉
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施⼯BIMの適⽤⼯事
◎ 2018年調査と傾向に⼤きな変化はない｜施⼯計画系や躯体系

1位︓仮設⼯事
2位︓鉄⾻⼯事
3位︓RC躯体⼯事
▷ 施⼯計画系や躯体系で施⼯BIMは進んでいる
▷ 施⼯図や製作図への展開や図⾯間調整（重ね
合わせ）での活⽤も根強い

◇⼯務系と⼯事系が連携する取り組み
→ 今後は、作成したBIMモデルを⼯事現場で
活⽤することを視野に⼊れて、BIMの作成
を考える → ワークフローが重要になる︕

図版出典︓⽇建連BIMセミナーアンケート結果、2021年8⽉
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BIMの基盤づくりに必要な3つの要素
◎いずれも密接な関連性がある︕｜内製︖外注︖

標準化された業務
を展開する体制
（⼈材）

BIMモデルの
情報を活⽤する
ワークフロー

BIMモデル作成
の標準化

・全体の進め⽅
・事前準備
・施⼯計画BIM
・施⼯図BIM
・製作図BIM
・総合図BIM
・ICT建築⼟⼯
・周辺技術（xRなど）

『スタイル2020』

で⽰した︕

・テンプレート
・ライブラリ
・⼊⼒する属性項⽬
・図⾯作成
・プログラム開発
・など

・社内マニュアル
・社内HP（情報発信）

・社内教育
・社内研修制度

※内製︓〇
外注︓〇

※内製︓〇・外注︓×
⼯事⼯程と密接な関係

※内製︓〇
外注︓〇
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施⼯BIMのワークフローを初めて⽰した
◎『スタイル2020』｜議論が続いた……。

施⼯BIMの進め⽅

製作図BIMのワークフロー 総合図BIMのワークフロー図版出典︓施⼯BIMのスタイル2020
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ワークフローは具体的に計画書にする
◎ BIM実⾏計画書｜基本︓なんのために施⼯BIMに取り組む︕︖
・スタートとゴールを明確にする計画が重要｜フェードアウトは避けよう︕
・データの連携・流れを明確にしておく ｜フォローアップ会議で成果を総括︕

図版出典︓施⼯BIMのスタイル2020
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施⼯BIMの課題
◎ 2018年調査と傾向に⼤きな変化はない｜⼈材・教育（BIMへの期待）

1位︓⼈材
2位︓教育
▷ 今までに担当した技術者やオペ
レーターがいないので、育てる
期間を投資と割り切るしかない。

▷ どこのレイヤー（職能）の⼈材が
欲しいのか。
⇒細分化して分析する必要がある。

図版出典︓⽇建連BIMセミナーアンケート結果、2021年8⽉



14

BIMは役割毎に職能が異なる

②. BIMコーディネーター
◎ 実⾏チームのリーダー｜マネージャーとモデラーの架け橋
◎ ⼯務担当者、設備⼯事担当者（施⼯図/製作図・施⼯計画図作成の経験者）

①. BIMマネージャー
◎ 取り組み⽅針を策定｜予算・⼯程
◎ 現場責任者、⼯務担当の所⻑

③. BIMモデラー
◎ BIMコーディネーターの指⽰によBIMモデルを作成
◎ 施⼯図担当者

◎ 役割に合わせた⼈材配置が進んでいない︖︕ ▷ 社内理解が進まない
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⼈材・教育がいつも課題と指摘されるが……。
◎施⼯BIMに何を期待していますか（繰り返しですが）

施⼯図/製作図に関するスキルの習得は経験
（時間）が必要（内製化｜外注化にも関係）

・例えばBIMによる鉄筋の納まり検討で考えると……
パターン❶ 指⽰通りBIMモデルを作成して欲しい

⇒ BIMモデラーの補強
パターン❷ 検討課題の抽出や解決策も⽰して欲しい

⇒ ⼯事担当者との⼯程調整（ワークフロー理解）
⇒ BIMのスキルと鉄筋納まりの知⾒が必要

図版出典︓施⼯BIMのスタイル2020



16

⽣産性向上を阻害する要因
◎ BIMだけではないが……｜⽇建連会員企業
・意識改⾰の遅れの伸びが⼤きい︕
▷推進部⾨（者）だけでは解決しにくい
※BIM/ICTの取り組み以前の積年の課題
・設計３部⾨の整合性
・図⾯の外注化（元請・下請とも）
・最適な⼈員の配置
など、など

▷BIM部会としても有効な情報を発信
・『スタイル2020』を活⽤

図版出典︓Ace2021年10⽉号
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BIMロードマップ（策定中）

⽇建連における
今後の活動をロードマップとして
取りまとめ中です。

3
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建築⽣産プロセスでBIMを検討できる体制構築
◎建築BIM合同会議（仮）の設置｜連携する部会を設計企画部会のみから拡⼤した

<参加メンバー>
□建築設計委員会
設計企画部会｜設計BIM検討WG

□建築⽣産委員会
施⼯部会｜⽣産性向上専⾨部会
設備部会｜設備情報化専⾨部会
BIM部会｜建築BIM推進会議対応WG

⽇建連『2021年度事業計画』｜BIMについて
設計事務所及び専⾨⼯事業者と連携した活⽤、建物企画から設計、施⼯、維持管理まで⼀貫した活⽤を
図り、その潜在的実効性を引き出すため、従来から⾏ってきた実務的な課題解決への努⼒、国⼟交通省
の建築BIM推進会議への参画・貢献に加え、セミナーの開催などに取り組むことにより、BIMの活⽤推
進を⽀援する。

第１回建築BIM合同会議（2021年8⽉3⽇）
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ロードマップ・提⾔（パターン④）
◎課題解決道筋｜設計施⼯⼀貫のBIMを対象｜2022年3⽉まで（予定）

<主な検討項⽬（案）>
□設計
意匠・構造・設備・整合性

□設計BIMを施⼯者への引き渡し
・決め事の明確化
・フロントローディング

□施⼯（BIM部会）
BIMモデル承認
⼯事現場での活⽤

□維持管理段階
維持管理BIMの在り⽅

□専⾨⼯事会社・メーカーとの協業

⽇建連＿BIMの課題解決に向けたロードマップ（案）

設
計
企
画
部
会

施
⼯
部
会

設
備
部
会

B
I
M
部
会

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

３部⾨連携 重ね合わせ（整合性） ●

確認申請BIM ●

BIM時代の図⾯ ●

BIM時代の告⽰98号（成果物） ●

BIM実⾏計画書 ●

技術協⼒（FL） 専⾨⼯事会社参画 ● ● ● ●

メーカー連携（ライブラリ） ● ● ● ●

設計BIMを施⼯者に

引き渡す際の決め事 設計意図伝達業務 設計BIMのデータ構成 ● ●

施⼯BIM

S5 BIM実⾏計画書 雛形 ●

施⼯計画分野 BIMモデル合意 ●

（BIMの作成） BIMモデル承認 ●

施⼯図の図⾯化（躯体図・平詳・天井） ●

施⼯BIMのLOD ●

仮設計画BIM ●

専⾨⼯事会社とのデータ連携 ●

数量BIM ●

施⼯期間中の設計変更対応 ● ●

BIM時代の総合図 ● ●

BIM時代の竣⼯図作成 ● ●

BIM時代の竣⼯引き渡し図書 ● ●

施⼯管理分野 ⼯程管理への活⽤ ● ● ●

（BIMの活⽤） 品質管理への活⽤ ● ● ●

維持管理BIM・運⽤

S6/S7 設計・施⼯⇒維持管理BIM ● ● ●

定義・⼿法の検討 先⾏企業を中⼼としてBIMモデルの連携⼿法が定着
⼿法の発展

BIMモデルの連携が⼀般化

定義・⼿法の検討 先⾏企業を中⼼としてBIMモデルの属性を活⽤した承認が開始

施⼯図のLODを検討・定義

移動式クレーンの属性標準化 仮設計画に必要な属性標準化

＜BIMモデル合意＞
納まり検討を中⼼とした活⽤が定着

実態調査 BIMモデル合意の定義
＜BIMモデル承認＞

先⾏企業による属性情報を活⽤した製造が開始

定義・⼿法の検討
BIMモデルを活⽤した

⼯事管理が開始

定義・⼿法の検討

部品の標準化を検討

施⼯計画BIMによる⼯事⼯程・仮設計画⽴案の定着

BIMモデルを活⽤した⼯事管理が定着

BIMモデルを活⽤した

⼯事管理が開始
BIMモデルを活⽤した⼯事管理が定着

BIMモデルの属性情報を活⽤した

標準化・承認ワークフローの検討
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おわりに

BIM部会の活動と情報⼊⼿先を
お知らせします。

4
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建築⽣産委員会 BIM部会の活動体制｜2021年度

BIM部会

施⼯BIM
専⾨部会

◎部会⻑ ︓曽根巨充（前⽥建設⼯業）
◎副部会⻑︓吉⽥知洋（⿅島建設）
・幅広いBIMの活⽤を視野に、施⼯段階
でのBIMの普及・啓発活動を⾏う

・部会メンバーは専⾨部会主査・副主査・
WGリーダーとする

ICT推進部会

設備部会

施⼯部会 BIMモデル承認WG

BIMモデル活⽤WG

BIM仮設ライブラリWG

◎主査︓三輪哲也（⽵中⼯務店）
・活動するテーマに応じてチームを編成
して柔軟に活動できる体制とする

◎主査︓本⾕淳（⼤林組）
・施⼯BIMのさらなる展開を⾒据えた活
動を担う（承認・活⽤・標準化）

建築BIM推進会議
対応WG

◎WGリーダー︓塩坂靖彦（⼤林組）
・施⼯図/製作図を中⼼とした承認⽅法の検討
・承認に必要な属性情報の整理

◎WGリーダー︓上中登貴弥（清⽔建設）
・建築現場でのBIMモデルの活⽤⽅法を検
討する（検査、進捗管理、など）

◎WGリーダー︓染⾕俊介（⽵中⼯務店）
・仮設計画で必要になるライブラリの属性
標準化の検討

◎WGリーダー︓曽根巨充（前掲）
・部会直轄のWG（期間限定）
・国交省主導の推進会議、部会、WGの活動に参画
・設計委員会傘下の設計BIM検討WGと連携した活動
・メンバーは⼤林・⿅島・清⽔・⼤成・⽵中・前⽥・フジタ

︓新設

BIM啓発
専⾨部会
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BIM部会の活動成果を順次公開しています
◎ BIMモデル承認｜2021年6⽉ ◎ 重機ライブラリ｜2021年11⽉

・BIMオブジェクト︓３社（タダノ、コベルコ、⽇本⾞輛が作成）

・施⼯BIM専⾨部会 BIMモデル承認WG
・３年計画で⼿法を検討（今年度は２年⽬）
・初年度の検討結果を公表し、議論を深める

図版出典︓BIMモデル承認SWG活動報告(2020年度）、2021年6⽉

・⽇建連BIM部会HPで公開（予定）
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今後の活動計画

1. BIMの動向に関する定点調査（年度内）

2. ⽇建連BIMセミナーで部会成果などを解説

3. 『施⼯BIMのスタイル 事例集2022』の発刊

4. 設計施⼯⼀貫のBIMに関する情報発信

◎定点調査で会員企業の動向を調査・分析し、課題解決につなげます（先回は2018年）

◎ 毎年開催していきます。部会活動の成果を解説していきます。2022年春に開催（予定）

◎ 要望が多く寄せられている会員企業や専⾨⼯事会社の事例を公開します。2022年度中（予定）

◎ 今後は施⼯BIMだけでなく、設計BIMなどに関する情報も関連部会と連携して発信します。
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最新情報の⼊⼿先｜BIM部会HP
◎ HPをリニューアルしました
（2021年6⽉）

施⼯BIMのインパクトや
⽇建連BIMセミナーの
講演資料・質疑応答、など

部会の成果物、など




